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PDCAサイクルの実行

（スポーツ施設 推進イメージ）（国における呼称）

静岡市における アセットマネジメントの体系 と スポーツ施設マネジメント
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個別施設計画
【個別施設ごとの取組】

公共施設等
総合管理計画
【実施計画】

公共施設等
総合管理計画
【総合的な計画】

個別施設分析及び評価
施設基本情報シートの作成

全体像の把握
見える化の推進

施設群別マネジメント方針
９－①「スポーツ施設」

【スポーツ施設配置適正化方針】

方針に沿った個別施設計画の
策定と実行

継続／改善／機能廃止／施設廃止
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スポーツ庁「スポーツ施設のストック適正化ガイドライン」

（表紙） （16ページ：「計画策定の手順」）
２



静岡市「スポーツ施設配置適正化方針」

（表紙） （10ページ：「ガイドラインとの照合図」）
３



施設カルテ ※市ホームページで公開中

４



個別施設計画（見本）

【注】令和５年度以降の事業内容及び事業費は担保されていないため、公表はしていない
５

・１施設１シート、「施設カルテ」と同数（約７６０施設分）を施設所管課が作成。
・延床面積からマネジメントの内容、工事内容（改修、建替等）や金額などについて、時期を定め棟毎に記載。
・「静岡市アセットマネジメント基本方針」の計画期間と同じ３０年スパンの、中長期的な維持更新計画。
・１０年以上先の工事など、時期や規模、金額の見込みが立てづらい場合は、大まかな工事の内容ごとに
予め設定している一定の単価や周期に基づき試算し、３０年間のスケジュールと総事業費を“仮置き”。



例１：平準化の検討（改修費用から）
年度 R3 R4 R5 R6 R7 R8

金額 10 200 1100 0 90 600

年度 R3 R4 R5 R6 R7 R8

金額 100 400 500 400 300 300

【平準化前の部局内合計額】

【平準化後の部局内合計額】

個別施設計画の活用イメージ（金額の単位はいずれも百万円）

例２：複合化の検討（建替時期から）

Ａ公民館

Ｂ老人センター

Ｃ公民館

Ｄ児童館

年度 R3 R4 ・・・ R12 R13 R14

金額 0 0 ・・・ 0 0 800

年度 R3 R4 ・・・ R12 R13 R14

金額 900 0 ・・・ 0 0 0

年度 R3 R4 ・・・ R12 R13 R14

金額 0 800 ・・・ 0 0 0

年度 R3 R4 ・・・ R12 R13 R14

金額 0 0 ・・・ 0 0 1000

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

●●地区 配置

同一所管部局内で複数施設を管理する場合、改修の内容や時期を見直し予算の平準化を図る

地域全体の施設を俯瞰することで、所管部局を越えて効率的で多様な検討が可能となる

更新のタイミングから
複合可能性 有

同一所管部局の
個別施設計画を
とりまとめ
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個別施設計画／個別施設評価／施設カルテ 作成（改定・見直し）の流れ

公共施設実態調査

施設所管課による
見直しフェーズ

アクションプラン改定作業

総計
内示

予算
要求

予算
内示

前年度決算
（９月議会）

個別施設計画
策定

【年度〆】

アクション
プラン公表

施設カルテ作成施設カルテ公表
（２年ごとを目安）
※平成29年度＋
平成30年度分を
今年度公表

個別施設評価の見直し（４~８年ごと）

施設カルテ

個別施設評価

5-6月 8-10月 1月

前年度末

現年度当初 現年度末

総計
要求

調査票作成

実態調査
庁内依頼

個 別 施 設 計 画

総合計画
事前協議

施設所管課
（局）

アセット課
（企画局）

【凡例】

決算資料整理

保全
概要書
（建築部）

個別施設計画 中・短期（総合計画期間分）年次見直し
個別施設計画
長期（R25まで）年次見直し

年度末にアセット課へ提出

出納閉鎖
（5月末）

※個別施設評価に基づいて、４~８年以内（総合計画の計画期間）ごとを目安に
継続・改善・機能廃止・施設廃止の評価を実施

実態（状況）に基づく
ハード・ソフトの検討

ローリング協議

予算要求
事前協議
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１ 経営的視点

施設評価に基づく「マネジメントの方向性」、中長期的な「施設のあり方」、

指定管理期間との関係、休館中の対応（休館の可否）、集約化や複合化 等

２ 技術的視点

建物の劣化状況や点検周期等を踏まえた改修の内容／時期／規模の妥当性、

居ながら改修の可否（仮設の必要の有無） 等

３ 財政的視点

金額の妥当性や、平準化（複数年に分ける、同一所属内で複数の施設の

改修時期を重複させない）の実施可能性、特定財源の有無 等

事前協議における“視点”

施設の規模や数が特に大きな（多い）以下の３分野について・・・

「市立小・中学校」：５億円

「市営住宅」：３億円

「市立こども園」：１億円

➡ 限られた予算の中でも、計画的に長寿命化を進めることが可能

“アセット枠”による計画的保全

毎年度、一定の一般財源額を配分

８



適正な施設保有量を実現するため、
令和25（2043）年度までに公共建築物の
総延床面積を20％縮減

施設解体（廃止）／改築・建設（建替）／
統廃合・複合化・集約化 等

計画的な予防保全に取り組むことで、
財政負担を軽減・平準化

大規模改修／中規模改修／設備改修・更新 等

官民の役割を明確にし、
民間企業等の持つノウハウや資金を活用して
財政負担の軽減とサービス水準を向上

民営化／公有地活用／指定管理／PPP・PFI 等

予算への反映（令和２年度当初予算 主なアセットマネジメント関連事業）

総資産量の適正化

長寿命化の推進

民間活力の導入

基本方針における３つの“柱”

（令和２年度当初予算 報道発表資料より） ９



アセットマネジメント アクションプラン（スポーツ施設）

市の
ホームページで

公開中！
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静岡市のアセットマネジメントにおける「課題」

「財源不足」

老朽化の進行（特に設備関係）。理想は予防保全だが、先送りされる事業も。

「“運営”費の削減」

改修・更新のみならず、日々の運営にも多額の費用を要する(人件費、委託費…)。

「査定権」

“助言”にとどまるため、より強力なコントロール（予算上のグリップ）が必要。

「総論賛成・各論反対」

市民や議会の理解と協力を得るためには、プロセスの確立と丁寧な説明が必要。

「公会計制度」

具体的な活用策やアイデアを模索中（理解と協力を得るための「情報公開」等）。

「普及活動」

まずは「庁内」の理解と協力。人事異動等もあるため、継続的な活動が必要。

これらの課題への対応と、コロナ後の「公共施設のあり方」について

令和３年度中の「基本方針」改定作業の中で整理し、方向付けしていきたい
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